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情報処理表紙デザインにあたって

＜作品説明＞
　50 巻という節目に，情報処理の基本を思い出
そうという意味で“Hello World!”に注目しデザ
インしました．鮮やかな長方形はさまざまなプロ
グラミング言語の存在を表します．

松尾知哉
和歌山大学大学院システム工学研究科修士1回生

情報処理 50 巻の表紙デザインへは多くの方にご
応募いただきありがとうございました．審査の結
果，松尾知哉氏のデザイン案が採用されました．
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　昔話で恐縮だが，カラーグラフィクスを研究し始めた頃に，色の入力をどうするかという

問題が起きた．現在のような洒落た色ダイヤグラムを手軽に表示できる時代ではなかったの

で，ハードウェア的に2原色の格子を作り，第3原色の強さを変える方式とした．これはこ

れでなんとか機能したのだが，人によって色の感覚が大幅に異なっていることを｢発見｣し

てしまった．よく覚えているのは黄緑で，およそすべての人が異なるサンプルを指摘するば

かりか，極端に離れたサンプルを黄緑と言った2人が議論を始めたりしたのである．「君の

緑は私の黄色」といった具合である．誰も色覚特性をもってはいなかった，のにである．人

間が色を感じる仕組みや色の名前の性質を考えれば，別に不思議なことではなかったのだが．

　今月号の特集は「視覚情報の処理と利用」で，田中秀樹・池田文人がエディタ．色ばかり

ではなく，視覚全般を対象とする解説の試みだが，さすがに範囲が広いので，網膜までの話

と脳での情報処理の一端を紹介している．光の物理的な説明から始まり，視細胞内での分子

遷移，網膜内での情報処理，などに話が及ぶ．昆虫がもつ構造色の話が面白い．錯視の話

は平凡．

　「Web 2.0アプリケーションにおける代表的な攻撃手法とその対策」（吉濱佐知子・石田愛・

浦本直彦）は，Webとブラウザを中心として拡がりつつあるWeb2.0でのセキュリティ項目と

その対策の話．善意のネットであったインターネットへの食い荒しの広まりの高度化の感が

ある．歴史は複雑度を増しながら繰り返す，といったところだろうか．

　「センサネットワーキングの新たな展開を目指して ～Live E! Workshop in APNG Camp活

動報告～」（落合秀也・松浦知史・山内正人）は，観測値を標準データ形式で送出するセン

サのネットワークを広域に展開する試みの1つ．Asia Pacific Networking Groupの活動の 

1つらしい．その有効性と発展性（の主張）もさることながら，実機を持ち込んだワークショ

ップ実施の顚末記が楽しい．

　「多様な無線メディアを用いたユビキタス ITSの実現に向けて」（野原光夫・遠藤洋介・堀

松哲夫・難波秀彰・間瀬公太・小花貞夫）は，標題どおりさまざまな無線通信技術を駆使し

て ITSを高度化する話．ダイナミックに変化できるネットワーク構造の実現がキーポイント

だろうか．ただ，出会い頭の衝突回避といったクリティカルな機能にはあまり頼りたくない

気分もある．ネットワーク自体のセキュリティ問題も大きそう．

　「国際情報オリンピックエジプト大会参加報告」（谷聖一）は，IOI（と省略される）への参

加報告と日本でのJOIの活動紹介．6日間にわたる大会の，かなりのイベント詰め込みの様

子が示されている．根本はプログラミングコンテストのようであるが，テストデータへの出

力のみでの採点やコーディング能力の過度の評価など，他の同種のコンテストがもつ同様な

問題点も指摘されている．

　「プロ棋士対コンピュータ：FIT2008における囲碁対局報告」（村松正和）は，このとこ

ろ快進撃を続けているコンピュータのゲームプレイの囲碁版．FIT2008でプロ四段を8子

局，つまり弱い方が先に8個の石を置いておくハンデ戦で破った様子が生々しく記されてい

る．モンテカルロ法を使ったゲームプレイの特性についての，プロ棋士2名の“底知れない”

という感想が興味深い．

　「北陸支部：表彰活動による学生の元気付け」（広瀬貞樹）は，コラム“わが支部の魅力は

ここにあり”のシリーズ．学生への表彰活動を中心に紹介されている． （Nimble Jack）
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